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精神薄弱児収容施設の中で小舎制をとっている施設に

おいては児童と保母・指導員(以後職員と略す〉が寝食

を共にし，お瓦に接触するその環境は，一般家庭の親子

や兄弟の関係に近いほどである。

しかしながら収容児誌の発達の環境は明ら古為に一般家

庭の児援の環境とは明らかに遮っている。特に対人的環

境においては，児童は肉親と離れて「生活指導£ずる職

員Jと生活していることである。

本研究では，児童の発達に影響を与えている「環境と

しての職員」と児童のオペラント行動の研究を試みてみ

1<乙ν、。
(1) 職員は「児童のよりよき発達Jのために様々な訓

練指導を試みる。児童に生活指導を行う場合に，たとえ

ば，児童が食事を「こぼさずJにできた時に「こぼさな

かったよJと児童がいった時「えらいねえ」と答えが返

ってくるならば，児認の「こぼさない行!WJJは促進され

るであろう。また「こぼした時」に厳しく叱ることも「

こぼさない行動」を促進するであろう。上記の 2つは結

果が同じであっても職員の刺激機能が全く臭っている。

すなわち，職員から「ほめられたりJr承認を受けた

DJすることによって学習於促進される児童の環境(職

員の行動〉は正の強化因子を持つ刺激事象といえる。一

方「叱られたりJr罰Jによって学習が促進される児童

の環境は負の強化悶子を持つ刺激事象といえる。

(2) また，児童が口まめられ」ても学習が促進されず

たまたま職員が「強く陥ったJI時に学習が促進されたな

ら，その児童に対して職員は「叱る」ことが多くなるか

もしれない。もしそうだとすれば，職員は児.lli(環境〕

に規制されている〈オベラント行動をしている〉といえ

る。ここで，児童を職員の刺激事象としてとらえてみる

と，職員のオベラント行動は「叱る傾向」を持ったり「

ほめる傾向Jを持ったりする。

(3) 本研究では上記の点在中心前提にして，集団の児

童に集団の職員がオベラント条件づけ(生活指導〉をや

ってみた。さらに職員には児童に生活指導をする時の態

度の内省を自己評定を依頼した。

E 研究方法

(1) 精神縛弱児施設で小番制をとる施設を対象とし， 項目を作成し，項目分析により各々 7項目，計21項目

同一寮内の児童8名〈第2表〉と職員5名(第3表〉を (Qカード〉を作成した。 21枚のカード〈第4表〉を各児

研究対象とじた。 m.毎に，職員が生活指導を行った時の態度を自分に「非

位)金児童に生活指導目標と方法〈第 1表〉を設定し， 常にあてtままる」から「非常にあてはまらないJまで第

それにそって 5ヶ月聞にわたり生活指導するよう依頼し 5表に示ずように 7段階にQ分類基準にしたがって分類

た。その結果を全職員5名で協議し整理と反省を依頼し するよう自己評定を依頼した。

た。

(3) (2)(1)整理と反省が終えた後 (S48.11.1) で次の

ことを依頼した。職員が児童に生活指導目標と方法を行

った時の態度の中で一般的に正の強化因子として働く項

目，ー負の強他因子としごて働く項目，中性刺激とLて働く

-38lー



日本総合愛育研究所紀要 第10.集

第1衰生活指導目標と方法(昭和4白ド4)j1日現在〉

A 君 B 君 C 君 D 君

.全面介助。 芦をかければ洗面歯み みが自分ぎ粉でやをつけてやる 意志もなく，全面介助

ひどく嫌がるのでアゴ がきをするので，自分 と ろうとする なので第一段階として

をおさえて洗面する嫌 からすすんでやれば， 動作をみせている。又 洗面はみがきを嫌がら

がらないでする時は， 「エライヰJとほめて 口に水を含み出せる。 ないようにする。

アゴをおさえないよう やる。 目標として はみがきを嫌がらずに
洗 にする。 ①きちんとみがけなく 出来たときは，抱っこ

てもみがく動作をする して部屋まで辿れてい

ようにする。 く。 てB

②嫌がらないで洗而場
聞 へ行く。

嫌がる時はいつも持つ

ているボールを取りあ

げる。

トイレ以外でやるので 問題なし。 相i意を感じたとき排百ft 時間で辿れて行けば失

トイレでやるようにす する場がわかるように 敗を防げるようにする

排 る。トイレ以外でやる する。 連れていった時にトイ

うとしているところを 始末を職員にたのむよ レですれば，抱っこし

みつけたらすぐ「トイ うにする。 てトイレから出す。

レでやりなさいJと指 職員はいつでも気持ち

iltt 示する。ペットの上で 良く応じるようにする

ゃったときだけ厳しく

nとる。

ズボンは脱げるが上が 問題なし 脱水はなんとか出来る 脱衣は途中まで脱がす

脱げないので，途中ま が，着衣は型におけば と出来る。着衣は手足

で脱してやれば，ひと 出来る。両方とものろ を出す程度。滑衣の時
脱 りで脱げるようにする いので脱衣は入浴が好 非常にあばれるので，

お風呂が好きなので， きなので入浴時に出来 あばれなかった時は抱
雪量

浴時は自分で脱げるま るまで入浴させない。 っこしてやる。シャツ

で入浴させない。 着衣は出来るまで，ボ パンツは手足を通すだ
衣 ーノレをわたさない。 けで後は自分でやらせ

てみる。 • 

好きなものだけを先に 食事が遅くて，少食な 肉，野菜，国型物の偏 左ji}Jきだが，右手を使

食べて，他は食ベない ので，時間内に出来た 食がひどいので一番好 う時もあるので，スプ

ので，好きなものを後 時はみんなの前でほめ きなものをあとまわし ーンを常に左手にもた
食 にして他のものを食べ る。器を少し小さいの にして偏食をなくすよ せるようにする。手づ

たら好きなものを食ベ を使う。 うにする。 かみで食べる時がある

させるようにする。 ので，その場合，左手

にスプーンを持たせた

'1> まま本児をテーフツレか

ら離す。
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E 活 子

洗面，はみがきは介助の

段階であるが，索直にや

らせるが，能力的に自分

でできるはずであるので

洗面は下手でも自分で出

来るようにする。はみが

きは，自分でチューブヨ為

らブラシにつけ，はみが

き動作，口に水を含み出

すまでを言語指示によ P
やらせる。一つ一つ出来

たら右手のひらにO印出

来なかったら×印をかく

F 子

きちんとみがけないがみ

がく動作をする。

洗面も動作有9，顔をタ

オノレで拭く動作もあるの

で目標として，ブラシに

みがき粉を自分でチュー

ブよりつけれるようにす

る。洗面は顔を洗って，

タオノレで拭く動作までを

一連の動作として完成さ

せる。

指導中は彼女の口ぐせで

ある。 rアラお上手ねJ

在職員が連発する。

自分がお尻の始末が出来 lトイレで必らず排継をす

るようになる。 Iるようにする。始末の動

出来たらOをあげる。 I作をするようにする。

動作が出来ると「アラ，

お上手ねJといってあげ

る。

G 子 H
 

-

一応出来るが不完全。

もっとていねいにする

ようにする。

声かけがなくとも時聞

が来るとするようにす

る。

上手に出来たり率先し

てやった場合はほめて

あげる。

生理の時，自分で取り

出して出来るようにす

る。トイレに行った後

生理の始末が出来てい

るかどうか確認して，

上手に出来ていればほ

めてあげる。

着る事は出来るが表裏前

後を確めることが出来な

いので，表裏前後が誤っ

ていれば，その場で着直

しをさせる。出来ればO
を与える。下着をだらし

なく出して着ている事が | る。

多いので，その時もすぐ

注意し下着を入れさせる

出来ればOを与える。

食事を 3分内にすませる

ので，暖気が多い，下痢

も目立つ(週に一回〉の

で，食事の時聞を15分程

にのぼす為に食器に口を

つ砂て食事をする事を禁

ずる。食器に口をつけれ

ば，すぐテープJレから離

す。

シャツ，パンツは，手足

を通してやれば出来る。

目標は型におけば出来る

ようにする。

一つできるごとに「アラ

お上手ね」といってあげ

食事のとりかかりが遅い

〈他の子が半分程食べた

ころ〉なので，早く食べ

はじめるようにする。

はしを持って食べようと

すると「イイコヰJとい

って苦苦しかける。

はみがき，洗商中は漉き

叫ぶので，先ず嫌がらな

いようにする。

洗面の時間前に出来るだ

け自由に遊tませるように

する。

本人は意志はないけれど

時間で連れて行けば失敗

を防げるようにする。ト

イレに遮れて行ったら，

必ず排他できるようにす

る。

出来たら抱っこして帰る

着せられようとして手足

を出す，パンツは着て l

分以内に脱いでしまうの

でズボンを脱がないよう

に工夫する。脱ごうとす

るとすぐにお尻をたたく

すぐに手づかみで食べよ

うとするので，手を叩く

(テーブんから離すと離

席してしまう〉

表裏前後の禰認が出来

るようにする。表裏前

後が出来るまで，戸外

に出さない〈戸外に行

くのがとても好きであ

る〉

食器を持たないで食べ

るので，食器を持つよ

うにする。食器を持た

ない場合は，食器を持

つように左手をそえさ

せる。それでも出来な

いときはテープルから

離す。
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第2衰児蛍 第3表 職 員 第5表 Q分類基準

三函三E喧Ilå-~~' 件闘撃事 枚数 分類基準 得点

A君 男 9:2 4:2 18 
保母1 24 2 

B君 男 12: 0 5:7 (43) 

C君 男 9:9 3:9 28 

D君 男 6:8 1: 2 33 

保母2 21 1 

保母3 28 1 

l 非常にあてはまる + 3 

2 ややあてはまる + 2 

E君 男 15: 2 2:7 17 4 あてはまる + 1 

F子 女 13: 5 3:5 26 指導員 1 7 どちらともいえない 。
G子 女 9: 11 1:8 19 指導員2 4 あてはまらない - 1 

H子 女 14: 7 5:8 14 2 ややあてはまらない - 2 ヨ旨

1 非常にあてはまらない - 3 

第4衰生活指導を行った時の態度項目

I NO.I 項 目

1 子供の成績物や作品をできるだけほめるようにしている

正 4 子供が近づいて来るとうれしい

の

強
7 子供がきめられた仕事をしないと気嫌をとったりお菓子を与えることを約束してやらせる

イじ
10 できるだけほめながら仕事をさせるようにしている

悶 13 「いい子だから」といって用事をたのむようにしている

子 16 子供の弁解や抗議が正しいときはすなおに謝まることにしている

19 一寸したことでも，すぐその場でほめるようにしている

2 子供を叱ることが多い

王え 5 子供を叩くことが多い

の

強
8 自分の思いどおりにならなければ子供を叱りがちである

イ~
11 礼儀規律を厳しくいう方である

悶 14 「早くねなさいJ r遅れます」など時聞のことを厳しくいう方である

子 17 子供の手足の汚れや衣服の汚れが非常に気になる方である

20 一寸したことでもすぐその場で叱るようにしている

3 「忙しいからね」などと，取り合わなかったり，話相手にならなかったPすることがよくある

6 子供の要求や約束に対して忘れたり，無関心だったりすることがよくある

9 
性

予供の成績物や作品などを子供に見せられても余り反応を示さないことがよくある

車。
子供にたのまれても，なかなか気がすすまないで忘れてしまうことがよくある

激
15 子供の仕事としてきめられてあることでも面倒くさいので，自分でやってしまうことがある

18 きめてあることでも，子供が嫌がれば許してやることがよくある

21 子供がだれとどんな遊びをしていても気にならない方である。

お4 -



中 他.収容施設における児蛍・職員のオベラント行動の研究

E 結果と考察

(1) 5ヶ月聞の生活指導訓練より

①オペラント条件づけ(生活指導訓練〉の結果は第

6表に示す通りである。

各児童の目標に対して共同生活をしている各職員が場

面や状況において指導する訳であるので強化刺激が場I百

や状況に応じて変化じている。したがっTオベラント条

件づけというよ担むしろ児童の生活指導目標に沿って職

員がオペラント行動をとった行動の結果となってあらわ

れて来た。しかも第7表からわかるように

肘) いづれの職員も児訟に対してトーグノレとして，強

化因子を持つ刺激事象であり，中性刺激ではなかった。

(司いづれの児童も全職員からトータルとじて生活指

導目標に向かつて強化されている。

②'生活指導目標に対しては全体とLてよく遼成され

ているが，目標が造成されると同時にそれに付随した問

題点が生じて来てオ4ラント条件づけがゆがめられてし

まっている〈日子〉。

③ A君の排}世指導， C君の食事指導， E君の洗面1• 

食事指導， G子の排池， H子の洗面など，正の強化刺激

よりむしろ負の強化刺激の提示に変化し，その効果が生

じてきている。職員のオペラント行動といえる。

(2) 生活指導を行った時の態度の自己評定を臓員の相

関マトリ yクスを作り因子分析により，第一悶子をと P

出した(第 8表の 1~8)。次に児童間の相関マトリック

スを作り同様にして第一因子をとり出した(第9表の 1

~5) 各児m毎の第一因子の負荷量は第10表にまとめ

た。その重みを第11表にまとめた。各職員毎の第一因子

の負荷量は第12表にまとめた。その重みを第13表にまと

めた。第11表よ P粗点の修正を加えたものを第14表の 1

より第14表の8にまとめた。

① 目的1について

正の強化因子を持つ刺激提示を相対的により多く受り

る児童は第7表より， B君， ，C君， D君.， F子がいる。

したがって，この4名は相対的に正の強化因子を持つ刺

激事象〈職員という環境)の中にいるといえる。特にこ

の4名は保母3名〈女子職員〉に悶予負荷量(第10表〉

が多く，正の強化因子を持つ刺激事象である保母を中心

とした生活指導を受けているといえるだろう。さらに重

みを加えて修正点を出して第7表とくらべるといずれ

も，正負の差がひろがっている(第10表.第14衰の2，3， 

4， G) 

逆に負の強化因子を持つ刺激提示を相対的により多く

受ける児童は第7表より， A. E君とG・H子である。

因子負街:I!k(第10表〉をみると保母2・3が目立ってい

る。修正点と第7表を比較してみると E君だけは負の強

化の度合が大きくなっている。加えて相関マト Pックス

(第 8~告のめをみると職員間相闘が低く， E君はパラ

バラの指導を受け，かっ「叱られる傾向」が強い子とい

えるだろう。

② 目的2について

第7表をみると保母1・2・3は相対的に正の強化刺

激提示傾向があり指導員1・2は負の強化刺激提示傾向

があるといえる。

第12・13表を見ると保母2・3は因子負街t監が高く，
全部の児童に正の強化刺激を提示する，すなわち口まめ

る傾向」があるといえようイ保母1はE君を除いた児童

に，正の強化因子を持つ刺激事象であろう。指導1は全

部の干に負の強化因子を持つ刺激事象であろうし，指導

員1は相関マト Pッタス(第9表の 4)を照してみると

指導に混乱が生じているといえる。

四問題点

(1) オペラント条件づけが複数の児童に複数の職員が

施設の日常生活場面で行われたために，刺激と効果がは

っきりしなかった。さらに測定が不可能に近かった。

(2) 生活指導といっても指導目標にあげた4点でなく

個々の児童にとって問題にすべき点が他に沢山あること

もオベラント条件づけを不明確に1..-，その態度測定も一

般的に流れた感がある。

(3) 児訟と職員が共同生活をしているため両者のオベ

ラント行動の交互作用が余りに激しくオベラント条件づ

けをする場合厳格に行うこと自体が困難であると感じら

れた。

(4) 児訟と職員の交互作用が深く密である程，児童の

発達にはより適しているのではないかと本研究を通して

感じられた。

-385-



日本総合愛育研究所紀要 第10集

第 6表 生活指時事目標についての結果〈昭和48年9月30日現在〉

A 君 B 君 C 君 D 君

洗面することに抵抗が 時間になると率先して きちんとみがけなくと 洗面，歯みがきを時々

なくなり，介助の段階 ゃるようになる。 も自分ではみがき動作 いやがるけれど，大体

であるが，やPやすく 〈反省〉職員が彼を高 をするようになる。し よくなって来た。

洗 なる。 〈みとめたのが，より かし，時々洗商をいや (反省〉嫌がる時，抱

(反省〉嫌がらないで 効果があったようだ。 がる。 っこして洗面場へ連れ

ゃった時は，ほめてみ 〈反省〕むPゃりゃら て行くと嫌がらないこ

たけれどうれしそうな せたあと，恐ることが とが多くなった。

而 顔をしない。むしろ洗 はじめあった。その時 . 
面が終った:，)>を喜ぶ。 でも，えらかったねと

ほめると，気分が直る

ことが多くなってきた

たまに行くようになる 1'7ンチ，クサイJと トイレに遮れて行けば

自宅に帰った時は，き いって大使のあと始末 ちゃんと出来るように

ちんとできたそうだ。 を依頼するようになる なった。

排 〈反省〉余りにあちこ (反省〉戸外では，あ (反省〉使意を感じる

ちでおしっこをするの たりかまわずおしつこ と・，パンツを脱いであ

で，叱ることが多かっ をするので，外出前に たりかまわずやる傾向

た。 必ずトイレヘ行くよう が出て来たので，次の

il止 に指導するべきだった 段階への可能性が出て

来た。

途中まで脱がせれば， 脱着衣が早くなる。 務脱水は，あばれなく

脱げるようになる。 〈反省〉職員がついて なった。シャツ，ノfン

(反省〉バンツを自分 いないと，着衣の場合 ツの手足を通してやる

脱 ではかせるように指示 は，仲々やらない。 と，器ずにすぐ脱いで

したところ，自分では しまう。

着 けた。もっと大IIP.に指 (反省)叱るとすぐ訟
ー崎

噂してみるべきであっ き出すので，すぐ抱っ

衣 lC. 。 こしてしまった。

最初のうちはひEく憤 時間内にできるように 焼肉と生野菜は食ベる 左ききは安定してきて

ったが，好きなものを なったが，少食は変化 ようになったが，他の 右手は食事には全く使

後まわしにすることが がない。 国型物は泣いて食べな 用しなくなった。手づ

食 できるようになった。 (反省〉時|聞が来ると いことが多い。 かみで食べることもな

(反省〉目をはなすと 途中であっても自分で (反省〉肉と生野菜以 くなった。

好きなものだけを食べ 片付けてしまう傾向が 外は職員がおれてしま (反省)手づかみで食

ている。 でて来た。 うことが多いので，偏 べると，本児をテープ

事 食の数の方がまだまだ Jレから離すと非常に説

多い。 くので，許してしまい

たい気持ちが，よくお

きた。
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中 他:収容施設における児童・職員のオベラント行動の研究

E 君 F G H 子 子 子

自分で率先して洗面，は

| みがきをするようになる

(反省〉叱った方がよく

やるので，命令口調の指

示が多くなってしまった

一連の動作として完成し

たが，きちんと上手には

まだ出来ない。

(反省〉暇さえあれば拘

茄をするようになり，困

った。

れ
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が

っ

と

立

自分で始末が出来るのだ

が， トイレから出て来て

廊下でお尻の始末をする

(反省〉トイレでころぶ

恐怖感があるので，運動

機能の訓練も必要である

特にバランス。

失禁がなくなる。トイレ

でペーパーを使い，始末

をする動作をするように

なる。

(反省〉ベーパーをむち

ゃくちゃに使い， トイレ

をつまらせる。

便器にすわらせればでき

るようになる。

(反省)使器にすわらせ

ると，すくに立ち上がる

ので叱って座らせておく

ことが多かった。

生理の時，自分で始末

ができるようになる。

(反省〉生湿の終わり

がわからない。汚物入

れに入れることはでき

るが，前に入っている

分を使器に流してしま

うので，ほめたあと叱

ることが多かった。

職員がそばに居る時は，

表裏前後を確認しようと

努力する。トイレの後は

下着をだらしなく出して

いる程度になる。

(反省〉職員が，もっと

確認すれば良いが，すぐ

に戸外に遊ひ'に行ってし

まうので，仲々，確認で

きなかった。

Vャツ，パンツと続貯て

こつは出来ないが 1つ

だけはやろうとする動作

があり，時には出来る。

〈反省〉気分により 1

つに10分以上もかかるの

で，つい着せてしまうこ

とが多かった。

工夫した衣類でない場合

|は， 5分程脱がないでい

る工夫した衣類の場合は，

ほとんど脱がない。

(反省〉衣類の工夫は効

果ーがあるが，掛4更の訓練

には不都合

表裏はできるようにな

る。

α王省〉ひんぱんにか

えるようになる。

食事の時間が15分以上の

びる。食後の暖気がほと

んど見られなくなる。下

痢は風邪気味の時にしか

見られなくなる。はしの

使い方が上手になる。

(反省〉叱ることが中心

になり，かわいそうにな

った。

食器を持ってたべるよ

うになる。

〈反省〉食べるl時間が

以前よ P速くなる。

(5分位から3分位〉

手づかみで食ベる回数が

5~6 固から 1~2 回

に減る。

(反省〉体罰による叩搬

なので問題がある。

いただきます，と同時に

はしを持つようになる。

口をつけるのは，それか

ら5分以内位の長さでお

くれる。

〈反省〉はじを持っと，

「イイコネJといって笑

いかけないと気分が悪く

なる傾向が出てくる。
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第7表生活指導目標を遂行する時の態度の自己評定

子 [A君G君 [c君io君 [E君 [F子 [G子 [H子| 主

正の強化因子 5 -2! 30 3.75 

保母1 負の強化因子 -3 1 9 1.13 

中性刺激 2 l 39 -4.8& 

正の強化悶子 8 9 7 3 71 50 6.75 

負の強化因子 j ー2 l 3 Z 2.75 

中性刺激 一7 可 -10 -72 9 ; 

正の強化悶子 10 4 5 -1 4.25 

保母3 負の強化因子 -， 。 。 6 1. 25 

中性刺激 -6 司自4 -5 -5.5 

貫指
正の強化因子 -2 2 -5! -11 -1.38 

負の強化因子 6 1 1 20 2.5 

中性刺激 -4 3 4 -9 -1.13 

正の強化因子 -2! 5 1 。 -1 3 1 

負の強化因子 6 2 一1 3 3 2 6 1.63 

中性 刺激 -4 -3 。 -3 -2 -5 7 一 -2.76

正の強化因子 11 17 -3 14 112 14 

Z 負の強化因子 20 1 21 -2 74 9.25 

中性刺激 -31 -1& 18 -IZ -186 -23.25 

正の強化因子 2.2 6.S 3.4 -0.6 2.8 2.6 11as 主 J~の強化因子、 4 -2.2 。 O.Z 4.2 -0.4 4.4 14.81 1. 85 

中性 刺激 -6.2 -4.6 -3. -3.6 -3.6 -2.4 一7 -6. ~ -37.21 -4.65 
可島

第8衰の 1 A君の相関マトリックスと第一因子とAみ 第8表の 2 B君の相関マトりックスと第一悶子と重み

ド間1陶 2陶 31静|欝| 合 附 1陶 2'1保母31望号|野i合

保 1(.619) .524 .619 548 381 2.072 除l(.667) .429 .667 214 .405 

保2 .524 (.786) .786 476 523 2.309 除2 .429 (.738) .738 405 .52< 2.096 

保3 :619 .786 (.786) .429 .381 2.215 保3 .667 571 2.476 

指 1 .54 .476 .429 (.548う .476 1. 929 指 1 21 .262 1. 381 

指2 381 .523 .381 476 (.523) 1. 761 指2 405 262 (.571) 1. 762 

匂 -11型a，d .731[ .841 

性il1

キ修正とは鑑みの修正を意味する。〈以下同じ〉
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中 他収容施設における児童・職員のオベラント行動の研究

第S表の3 C君の相関マトリ yクスと第一因子と!l!み 第8表の6 F子の相関マトリックスと第一因子と重み

除母1f保母2保母3費千 置す|合 計 阿 11保母Z附 31翼手 買す|合巳 計一

保1 .119 一.0.95 .262 .524 保1(.595) ..595 .50.0. .0.71 21 1. 238 

保2 5岨) 5岨 .119 .257. 1.162 保2 .595 (.595) 545 0.0.0. .21 1.357 

保3 .119 .54< ι545) .119 .45 1.238 保3 .50.0. 545 (.545) 一.190. .26~ 1.120. 

指 1一.0.95 .119 .119 (.381) .381 524 指 lー.0.71 .0.0.0. 一.190.ι190.) .190. 一.0.71

指2 262 .257 .452 .381 (.452) 1.352 指2 21~ .21 .262 190. (.262) .880. 

鶴鰯 :hL171I ~~1 目的7 似.71 .例.抑 制

藍み 1∞ Z18 222.851J 115 
=0..3784 

修正 1.0.1 2.0.1.2.51 1.o.i 2村

t" 1.833 1. 952 1.688 119 1.14 2:t，，=6.714 

a" . 727 . 75 .6剖 0.46 .441 
ペ11't，，=2目 590.1

重み 1. 65 1.71 1. 46 .10. 1.00 
1 

修正 1.5 1:5 1.5 。1.0. 
-¥1;" =0.. 386C 

第8衰の4 D君の相関マトリックスと第一因子と1Ii:み 第8衰の7 G子の相関マト y~ クスと第一因子と重み

同 1附 2同31費千|置す|合 |保母1阿 2保母31翼手|置す|合 計

保1(.738) 73 .714 .691 286 2.428 保1く.738) .619 738 .143 .21 1. 714 

保2 788 (.786) .786 .54< 286 2.358 保2 .619 (.857) .857 ， .， 262 .50. 2目238

保3 .714 .786 (.786) .595 .0.71 2.166 保3 .738 857 (; 857) :333 .4291' 2.357 

指 l .691 .54l .595 (.595) .429 1.662 指 1 ，143 262 .333 (，40.5) 40.5 1.143 

指2 .286 286 .0.71 429 (.429) 1.0.0.8 指2 2V .50.0. ，429 405 (.5∞〉 1. 545 

t" 3.166 3.144 2.952 2.257 t" 2，45: 3;0.95 3，21' 1.545 2.0.48 2:t" = 12. 357 

a" .810 .874 820. .627 a" 691 ..88 . 91~ .44< 581 
べ庖可.=3.515

重み 2.0.3 2目 19 2.0.6 1.57 

修正 2.0. 2.0. 2.0. 1.5 

盤み 1.5由 2.0. 2，0.7 1.00 1. 3~ 

持 = 0 . 脳
修正 1.5 2，Q 2，0. 1.0. 1.5 

第8衰の5 E君の相関マト Pックスと第一悶子と重み 第8衰の8 H子の相関マト Pックスと第一因子と重み

|保母11保母2陶 31計|費す|合 計ー 同 11保母2附外野|費す|合 計

保1(.286) 14 一.0.95 286 。71 .40.4 曝1(.595) .59 ，142 目 281 .190 目975

保2 .14~ (.50.0.) 50.0. ..21 一.0.71 .785 保2 ，595 (.690.) 690 -，0.24 .2島6 1.547 

保3一.0.95 50< (.5ω〕 .286 ，190. .881 保3 142 690. (，690.) -.40.5 333 7ω 

指1 286 21 .286 (，476) 476 1.262 指1 ，288 一.0.24-.40.5 (， 23め .0.71 一， 120.

指2 .0.71 -，0.71 .190. 496 (.476) 666 指2 190. :286 ，333 0.71 く333) ，880 

t" ・69C t" 1.570. 2.237 1.450 118 1.213 2:t， .=6.588' 

a，， 1 ，276 

1.0. 

a，. .612 
18.782 4 

565 0.46 .473 
イ2可.=2.566

重み 1.29 1.19 .10. 1. 0.0. 

Jt74卿
屋E正 1.5 1.5 1.0. 。1.0. 

べ
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第9衰の 1 保母 1の相関マトリックスと第一因子と2宜み

A B c D E F G H メ口当、

A (.619) 143 595 。71 一回19C 310 .619. .024 
1.5O8775d F 11 B 143 (お3) 目 024 .238 ω告 071 167 333 1 

C .595 024 (.643) .476 .238 643 .500 .381 2. 

D .071 .238 .476 (.5宮5) 一.262 595 333 381 1.832 

E 一.190 095 .233 -.262 (.238) 一.238 .048 095 一.310

F 071 .臼3 595 一.238 (.643) 524 
2づ 2.191 

G .167 .50日 333 .524 (.619) 2.571 

H 333 .381 .381 236 476 1. 976 ， 
tj， 2.191 1.404 3.500 -.072 2.834! 3.1901 

aj， .516 .332 827 一.017 .669 753 イ'.rtJl=4.勾4

重み 1.55 1. 00 2.49 一.05 2.02 2.271 1 

修正 1.5 1. Oi 2.5 2.0 2.5 
-vl:そで-勺t1=0 2362 

第9衰の2 保母2の相関マトリックスと第一因子と主主み

A B c D E F G H 合

A (.881) .643 .667 643 

-. 86553064 司叫剖4 
738! 5.167 

B .643 (.643) 595 .476 .405 3.714 

c .667 .595 (.714) .595 .714 4.52 

D 762 571 619 357 .548. 4.095 

E 目 643 .476 595 (.787) .667 .787 4.215 

F .833 500 667 .667 (.833) 690 .762 4.667 

G .881 524 667 .69Q .690. (.881) .667 4.809 

H .738 405 714 .787 762 .667 (.787) 4.621 

tj， 6.048. 4.357 5.238 4.8571 5.002 5.500 5.690 

aj， .932 671 .807 .748 .771 8岨 8771 、l.n，，=6.489

重み 1. 39 1. 00 1.20 1.11 1.15 1.26 1. 31 1 

修正 1.5 1.0 1. 01 1.0 1.5 1.5 
-~FJZtEjI =0 1541 

第9署置の 3 保jlt3の相IMIマトりックスと第一因子とlfiみ

A B C D E F G H メ口b、 iN 

A 〈.95052〉4 .524 833 833 429 .690 905 4.976. 

B (.524) 500 619. -.071 429 .500 3.025 

c 833 .500 (.881) .811 333 786 .810 4.929 

D 833. 619 881 (.881) 310 833 .857 5.166 

E .429 一.071 .333 .31Q (.548) 405 .452 2.406 

F .690 .429 786 .833 .405 (.833) .738 .810 4.691 

G 905 .500， .810 .8571 .452 .73 (.905) 905 5.167 

H .762 524 .786， 833 548 .810 905 (.905) 5.168 

t" 5.881 3.549 5.810 6.047 2.954 5.524 6.073 Zt" =41. 910 

aj， .909 .548 .899 .934 456 853 938 、/る可;=6.4738

重み 1. 99 1. 20. 1. 97 2.04 1.0 1. 87 2.06 l 

修正 2 1.日 2.0 2.0. 1. 01 2.0 2.0 
マアゴ=0・1545
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第9褒の4 指導只1の相関マトリックスと第一因子と重み

A B c D E F G H iロk 

A (.452) 一.333 .357 .357 一.071 262 .452 -.190 

B -.333 (.190) -.190 一.119 190 143 一.524 .071 

c .357 一.190 (.35'り 一.167 .238 071 一.048 .024 

D 357 一.119 一.167 (，357) 一.143 .095 .286 -.238 .071 

E -.071 .19日 .238 -.143 (.524) .095 024 524 目857

F 262 .143 .071 095 .095 (.286) 048 286 1.日00

G 
.41592 C 一.524 自48 286 024 048 (.452) .048 286 

H 071 024 一.288 524 286 .048 (.524) .525 

tJ. 1.286 572 .428 1.381 1.286 738 1割.r'tJ.= 6. 23 

aJ. 515 -.229 171 553 .515 295 、/.nJ.=2. 497 
草み 2.00 一.89 0.67 2.15 2.00 1.15 1.63 1 

修正 2.0 1.0 1.0 2.0 2.01 1.0 2.0 
マ友田=0田胡04

第9衰の5 指導員2 の相関マト!J~クスと第一因子と重み

A B c D E F G H 合

A (.405) 26 .119 .31Q .405. .214 .405 238 1.953 

B .262 (.667) .262 643 .214 .548 .667 .190 2.786 

c .119 .26 (.333) .333 .333 .333 .31C 286 1.976 

D .310 .643 .333 〈臼3) .095 .167 .619 .310 2.477 

E 405 .214 .333 .095 (.405) 一.071 .190 .310 1.476 

F 目214 .548 .333 .167 一.071 (.548) .214 一.024 1.381 

G 405 .667 .310 .619 190 .214 (.667) .143 2.548 

H .288 190 .286 .310 .310 一.024 .143 (.310) 1.453 

t" 2目358 3.453 2.309 '3.120 1.881 1.929 .r't，，=20.028 

a" 527 . 771 .516 . 697 .420 .431 .394 イヌJl=4目4753

重み 1. 25 1.64 1. 23 1. 66 1. 0， 1. 03 0.94 1 

修王 1.0 2目。 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 
一'¥;雫Z=t=j1=0.2n4 

第10表職員間相闘の因子分析による第一因子

1 ~ IBj__: DIEI~ G H 帯 M 宮t j"C!且問帽l問問調T7r相H'-
よる第一因子 第13表児童の重みづけ

保母l 731 目 669.297 810 276 .727 698 .612 l'母腔噛宜主監 庁母障問炉|望号慣雪保母2 .341 796 .647 874 515 .7日.880 .872 

保母3 .816 903 .676 .820 .553 .644 .914 565 A .516 .93 909 .515 .527 A 1.5 1.5 2.0 2.0 1'0 

指導員1 673 .529 ， 34~ .627 696 046 .040 646 B 332 671 .548 一.229.771 B 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0 
指導員2.621 .656 683 399 .458 .441 583 .473 

2. ( c .827 .8071 .89! 257 .51 c Z 1. 0， l.Q 1.0 

第11襲職員の重みづけ D 573 .748 .934 .171 .697 D 1.5 1.0 2目。 1.0 2.0 

IAIBlclDIEIFIGIH E -.017 目77145 553 .420 E 01 1.0 1.0 2.0 1.0 

F .669 .348 .853 .515 .431 F 2.0 1.5 2.0 2.0 1.0 
保母2 11.511.512.012.01 2.011.51 2.011.5 

保母3 11.511.512.512.012.011.512.011.0 
G .753 .877 938 295 .718 G 2.5 1.5 2. ( 1.0. 2.0 

指導員111.011.011.011.512.51 011.01 0 H 579 .833 938 .420 .934 日 1.5 1.0 2.0 2.0 1.日

指場員211.011.012.511.011.511.011.51 1 
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第14衰の 1 A君の修正点
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、第14衰の2 B君の修E点

l 保母 1 I 即 | 保母3 I 開 1 I 指導員24 | 
合計合計

極点伽|修正点;粗点重端正点枠吋重み修正点|組点同列車正点|粗栴端正

正
1 4.5 +> 1.5 4.5 

++0 Z 3 
1.5 31 +2 1.0 +2 0 

++-2 3 3 
1.0 +ーは3 3 

+ 16. 
4 。+ 3 4.5 。 +10.5 の 7 。。 。 。-1 -1 - 4 

程子因
10 1.5 +1 1.5 + 3 。 。+2 +2 十 8 
13 。。 。+1 1.5 。 。。 。+1.5 
16 1.5 +1 1.5 +1 1.5 +1 +1 。 01 + 5目5
19 1.5 +L 31 +1 1.5 +2 +2 +1 +1 + 9 46.5 

負の
2 5 -1 1.5 。 01 -1 一1 。 - 4 。 01 -3 -4.5 -1 -1.51 -3 -3 -1 一1 - 1Q 

強イ悶子ι 
8 。 01 -1 -1.5 -2 一一1 -1 1 -1 -6.5 
11 +2 3 。 。。 +1 

十--20 1 l 
+1 +1 + 5 

14 +2 
13 0 5 ++I U 1 

1.5 。 一1 +1 +1 +4.5 
17 。 。。 。 。
20 +1 1.5 。 一1 -2 + 1 -12 

3 -2 3 -2 - 3 - 3 。。 -1 --10 6 

性刺激中

6 -1 -1.5 -2 - 3 -1.5 
。

9 -3 4.5 ー1 -1.5 。。
+01-0 2 0 1 

-1 ー 7
12 -2 - 3 -1 -1.5 。

十-21 -2 5.5 
15 -1 -1.5 -1 -1.5 -3 -4.5 -2 。-9.5 
18 -1 -1.5 。 。0十-11 +1.5 +1 +1 。 。+ 1 
21 。 。。 -1.5 +3 +3 +1 +1 十2.5 '-34.5 

; 

• 
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中 他:収容施設における児蛍・職員のオペラント行動の研究

第14衰の3 C君の修正点

母3.. I 指導員1 品
障み惨E点陣点|盤み修正点組点重み修正点同点重み惨正点 合計合計

正
1 

-++。3 2 l 

1.0 。
+++。Z 3 0 1 

2.0 

斗4

-1 2.5 
--1 0 1 

-3 2.5 ，-;7.5 一'11
4 

+-+++G 1 2 0 1 1 

+3 +7.5 N +7.5 +24 の 7 -1 -2.5 1 -2目5 - ~ 

子強イ因ι 
10 。 01 +1 +2.5 +5.5 
13 

++C 1 I 
。

+-2 0 2 +-Z 1 
十5 + 8 

11 + ++2 1 
~2.5 + 

19 。 。 。+ 4 28.5 

2 +-4 4 ap 
+ 。。 。 ベドl+-2 1 +2目5 +7.5 

5 -4 。 ート1 5 - 101. 
8 01 -1 -2 ー+-i14 - 5 。『十42 - 5 -+71.2 5 11 ~3 -3 +11. + +2.5 +1 + 5 
14 

++0 2 1 
。+1 + 2. 十-32 

。+1目5
17 + 。 01 +1 +2.5 -1 -2目5 ，1 
20 +1 。 。+1 +2.5 十3+1 +2.5 十9 2.5 

3 

ー-ト20 0 1 1 

--A6 6 -O 2 
+--1 0 0 1 1 

!。O 
。 ~. 2 

性市淑中l 

6 ~3 - 51 0， 。~ 9 
9 -1 -2 。 -) 。 - 4 
12 -1 -2 ~1 -2.5 。 。 -4.5 
15 。 。。 01 ~1 。 。- 1 
18 -1 。 。+2 + -s 。 ( 十. .1 +2.5 +6.5 
21 -1 -'2 -4 -3 一7.5-， -1 -2，5 - 17 -'31 

第14衰の4 D震の修正点

ド点重母み修1正点|帥即陣み|修正点|粗点側重み3 I 糊 1 I 開 2
|修正点陣点!盤み陣点同点|重み降五点

五
1 012.0 。

411411 
~1: 5 。1.0 01 + 0.5 

4 +3 
T+-ト40 6 2 

+31 1 +61 +31 1 +61 + +4.5 +3 ーが3 +25.5 
7 ~1 +11 1 + +1.5 。+-3 l +-0 3 1 +-65 b 10 

++0 0 2 1 13 。 。
16 。

+-4.5 3 +-E 1 -2 +-41.5 0 19 +2 十 ード +1 33 

負の
2 -2 

---4 2 4 
-1 

---2 4 2 一1 -2 -1 一1.5-1 -1 -10.5 
5 

--1 2 0 0 
--12 0 l 

--++-H 2 0 2 1 1 

-2 -1 -1.5 。 。
-+-71.5 4 2 8 

-+4 2 0 
。

。00++。2 1 -++VO 2 1 1 強化因子
11 。 。 。
14 

+4ドZ。2 
+1 +十+42 2 十+20 1 +++91.2 5 3 17 +1 +1 ーードド42 + 3 ギl

20 ーは +2 +1.5 。 。 -1.5 

3 -3 -6 --2 Z 
---4 0 2 2 0 --1 2 0 0 0 

--2 4 -2 - 3 。 。-::15 

期性激中j 

6 一1 -2 
-O 2 0 

01 -1 ー1 9 
9 

++-。。Z 1 1 
++。。4 2 

-0 1 0 
。 - 3 -1 

+---2 2 1 0 1 
+-3目56 0 12 

+2 

。。
15 +1 +1.5 -2 
18 +2 +4 +1 +1 +1.5 -1 + 8.5 
21 2 -3 -6 -3 一1 -1.5 +2 -13.5 -31.5 
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第14衰の 5 EW，'の修正点

母 1 I 保母2 I 保母3 I 糊 1 I 開 2 | | 
組点重端正点|糊障措正点陣点陣み修正点|糊障措正点|粗点重み修正点合計合計

E 
1 01 1.0 〈

+1 0 0 
2.0 十1.。5 4 --2 3 -2 -2.5 の 7 3 3 -13.5 

強子化因
10 +1 +1 

+0 0 1 
。+ 1 

13 +1 +1 +5++3 1| +1.5 + 7.5 
16 。 。 一2.5 + 3 -1.5 
19 +1 +1 十1 一5 -4.5 2.5 -4.5 

2旨

負の
2 十4+1 +2 。 +4.5 
5 -1 -1 01 +1 + 。 -1 -1.5 -0  

強化因子

8 十3 +3 。 。。 01 -1 -2.5 -1 -1.5 1 
11 。 。+3 +6 +1 + +3 +7.5 十1 +1.5 + 17 
14 。 。

+-Z 3 -4 ー1 -2.5 。 。-6.5 
17 。 +1 +2 +6 +1 +2.5 。 。+10.5
20 +1 +1 +2 +4 +， +4 +1 +2.5 +1 +1.5 + 13 +41 

3 +2 + -1 +2 
+0 0 1 

性刺激中

6 + 十-3 -6 。 十2 十一 1
9 -C I 一1-2 -4 。 -2 - 3' - 8 
12 01 -1 -21 - -2 。 。 - 4 
15 -1 -1 -1 -2 01 -1 -2. 5~ -1 -1.5: - 7 
18 -1 -1 -1 -2 -4 -2 一一1 -1.51 -13.5 
21 。 01 -~ -4 -6 +1 +2.51 Q -7.51 -36.5 

第14衰の 6 F子の修正}~

1 I 保母2 I 保母3 I 糊 1 1 指導員2 1 1 
粗点|重み!修正点同点同み陣点同点重み修正点同点岸み修正点同点重み陣点合計合計

正
1 。

14J1 
+3  。0 

+ 。。 1.( 。 。
4 +4.5 +11 1 +1.51 + -1 +3 +3 + 1 の 7 +1.5 +31 1 +4 -1 01 -3 -3 + 3 

強イ子因ι 
10 +1.5 +11 1 +1. 。 。+ 3 
13 。 。 。。 。 。
16 。 + +1.5 +1 +1 +2.5 
19 +1.5 +21 1 + "1 + +1.5 。 。+1 +1 + 7 27.5 

• 
負

2 +1.5 一1 -1.5 。
5 -1.5 -1 一1.5-1 

強イ悶子のじ

8 。 01 -2 - 3 。 -1 - 4 
11 -3 -4.51 0 -1.5 

+-+2 0 1 l 

。- 6 
14 E 。 。 +1 + 1 
17 + + 3 +1 +1.5 +3 +4.51 -1 + 8 
20 +1 +1.5 + + 3 + + 3 -2 +5.5 -2.5 

3 -1 -1.5 -1 -1.5 
+--2 1 0 1 

+1.5 +3 。。 。-1.5 

性裂
6 - 3 -2 - 3 3 +-2 1 

。 。一 9 
9 -r -1.5 -1 -1.5 。

00。+++--22 2 1 1 

+2 1 
12 

+O 2 
。。 。 -1.5 +。。1 

-1 
+--20.5 2 5 15 + 3 

--4 1 - 3 。 5 +2 
18 一1 1.5 -1.5 +1 +1.5， +-2 1 21 -1 1.5 -3 -4.5 -3 4.5 十1 -12.5 -25 
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中 他:収容施般における児童・職員のオペラント行動の研究

第14衰の7 G子の修正点

i¥¥ilJol 保母2 保母3 指単員1 指導員2
合計 合計

粗点旨み修正点粗点高み 彦正点粗点同{彦正利組点陣み 皆正点粗点重み 事正点

正
1 。1.5 。+1 2.0 + 

+3 0 。2.0 +。6 0 
-1 1.0 -1 01 1. ~ 

+4.。5 +22 1 4 +3 +4.5 +3 +6 +1 +1 +Z の 7 -1 -1.5 。 。 -1 -1 -1 -1.5 - 4 

韓子国
10 

+0 2 0 
。。 。。 01 +1 十1+1 +1.5 +2.5 

13 + 3 。 。。
-O 2 -2 0 -1 

+-LL5 0 5 
-0.5 

16 。。 01 -1 。。 - 2 
19 +1 +1.5 十1 +2 +2 +4 -，ι +1 + 7， 26.0 

2 + + 3 + +4 + +2 + 。 。+11 
5 1 -1.5 +1 十2 。+ + 。 。+2.5 

++1 1 

8 +1 +1.5 -1 -2 
-+4 2 0 

+1 +1 -2 - 3 - 6.5 
11 。 。。 。 。 。+1 +1.5 + 3.5 
14 。 。。 。 。 。+ 十$+ 3 
17 +1 +1.5 +1 +2 +4 3 +a + + 3 +13.5 
20 +1 +1.5 + 十4 +2 十O 01 -1 -1.5 + 6 33 

3 1 -1.5 -， -4 -1 --4 2 -1 -1 -3 -4目5 -lZ 

性刺激中

6 -2 - 3 -4 -2 -1 -1 。 。
--112 0 9 。 01 -1 -2 -1 -2 -3 -3 ー-045 -'3 

12 。 01 -1 -2 -1 -2 。 。 -4 
15 -1 -1.5 -1 -2 

+3 。1 +2 。6 
+1 

+0 1 0 
-1 -1.5 -4  

18 -2 - 3 。 - 1 
21 -3 -4.5 -3 -6 。 +1 +1.~ -15 -59 

第14衰の8 H干の修正点

保母_1 1 保母2 1 保母3 1 指導員 1 1 指導員2
合計 合計

粗点重み陣点粗荷重み惨正点同点重み惨正点加点重み惨正点粗点重み陣点

正
1 01 1.5 

00+0 2 
1.5 。。1.0 。

+--2 2 1 
。。。1 。 。

4 。 + 3 +2 + +1 +1 

+++-332 5 5 6 
の 7 3 -4.5 

++Z 1 0 
+ 3， 

。 。 。-2 -2 

韓子関
10 +1 -1.5 +1.5 

+1 0 0 
+1 +。2 1 

+1 +1 
13 +1 +1.5 。 。 。+2 +2 
16 。 。+1 +1.5 。 1 -1 0.5 
19 +3 +4.5 。 01 +2 + -2 。。 。+6.5 14 

可'

2 
+--2 1 1 

+1.5 。 。+1 +1 。 。+20 +2 +4.5 
5 -1.5 。 01 -1 -1 。 。-2.5 
8 - 3 。 。一 。

010++0 3 0 0 1 

+3 - 2 
11 。 。+3 +4.5 +1 +1 -1 十1 +4.5 
14 + 十3 。 。。 。+1 。

+++74 3 5 17 ++Z 1 + 3 +1 +1.5 +3 +3， + 。
20 十1.5十1 +1.5 +1 +1 。 。 19 

3 -1 -1.5 -1 -1.5 
。

-O 2 +11' 
01 -1 -1 - 4 

性刺激中

6 -2 - 3 2 - 3 -2 。 -1 -1 - 9 
9 。 01 -1 1.5 -1 -1 。 01 -3 -3 -5.5 
12 。 01 -1 -1.5 -1 -1 +1 。 。-2.5 
15 -1 -1.5 2 - 3 -1 -1 -3 01 -1 -1 -6.5 
18 -1 -1.5 -1 -1.5 。 01 -1 +1 +1 - 2 
21 。 。-3 -4.5 3 3 +1 01 -2 -9.5 -33 
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